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   Vertical evacuation is very critical countermeasure to prevent damage to residents in tsunami-prone areas from 
devastating tsunami.  There are two types of tsunami evacuation facilities, tsunami evacuation buildings and tower.  
This paper reports those construction conditions in the damaged areas due to the Great East Japan Earthquake and 
Tsunami as of March 2011, and how they were used just after the occurrence of the tsunamis.  It also presents the 
recent construction situation and tsunami evacuation strategies through the recovery process after the event. 
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１．津波避難施設を用いた津波対策の経緯 
	 地震大国であり四方を海に囲まれた我が国では，古来

より大津波を経験してきた．そうした歴史の中で，体系

的な津波対策が示されたのは，1933 年昭和三陸津波の後
の「津浪災害予防に関する注意書 1)」であった．復興の

基本的な考え方（高地移転，防浪堤，防潮林，護岸，防

浪地区，緩衝地区，避難道路，津浪警戒，津波避難，記

念事業）が示され，これを機に，各地に防潮林が造成さ

れ，護岸整備も始まった． 
	 戦後は防潮堤等の建設も本格的になり，1950 年代には
津波予報が開始された．1960 年チリ津波後には，高度経
済成長の波にのり，防潮堤や防波堤など津波防災を目的

とした物的環境が各地で整備されていった．1970 年代に
なると，ハード面のみならずソフト面での防災活動も始

まり，津波浸水予想図，津波情報システム，津波教育な

どの活動も実施されるようになる．津波防災対策におけ

る垂直避難が社会的に浸透していくのはまだ先のことに

なるが，その先駆けとして藤沢市では 1980年代に津波避
難ビルの防災協定締結が始まっている． 
	 1990 年代になると，地域における総合的な防災対策の
必要性が高まり，1997 年に「地域防災計画における津波
対策強化の手引き 2)」が発表された．これは，我が国に

おける経験を活かした津波防災対策の基本的考え方，基

本方針，そして策定手順についてとりまとめたものであ

る．この中で，避難場所としての民間の高層ビル利用に

ついても触れているが，垂直避難について本格的に言及

されるようになったのは 21世紀に入ってからである． 
	 2004 年に「津波・高潮ハザードマップマニュアルの概
要 3)」が発行された．そして沿岸部における一時退避の

ための津波避難施設について示された「津波避難ビル等

に係るガイドライン 4)」が発行されたのは，その翌年で

あった．この中で，津波避難ビル等の要件や設置・運用

に関する留意点が詳細に示された．こうして，各地で津

波避難施設の設置が徐々に進められていった． 
 

２．東日本大震災時の津波避難施設の利用状況 
	 震災発生時の利用状況を把握するために，各市町村に

対して聞き取り調査を実施した（調査期間：2013 年 8 月
6 日から 19 日）．ここではその結果に基づき，被災地に
おける津波避難施設の設置状況と震災発生時の利用状況

について報告する． 
	 東日本大震災発生時（2011 年 3 月現在）に，青森県か
ら千葉県までの津波被災県において設置されていた津波

避難ビルと津波避難タワー数を表 1に示す． 
 
表 1	 2011年 3月時の被災県ごとの津波避難施設数 

 津波避難ビル 津波避難タワー 

青森県 2 0 
岩手県 2 0 
宮城県 45 0 
福島県 0 0 
茨城県 0 0 
千葉県 62 0 

（施設数は各市町村へのヒアリング調査に基づく） 
	 
	 津波発生時，被災した 6 県において津波避難タワーの
設置はなく，津波避難ビルの設置数は県により大きな違

いが見られた．福島県，茨城県では 0，青森県，岩手県
は 2 と少なく，宮城県と千葉県ではそれぞれ 45 と 62 と
他県に比べて多かった． 
	 続いて，表 7.1.2に東日本大震災により被災した沿岸部
市町村ごとの津波避難ビル棟数（2011 年 3 月現在）と，
震災時の利用状況を人的被害と共に示す． 
	 まず全体の傾向として，津波避難ビルが指定されてい

たのは，千葉県が最も多く 10 市町村，次いで宮城県で 8
市町村，青森県と岩手県はそれぞれ八戸市と釜石市のみ

の 1 市町村であった．それらの中で最も津波避難ビルが
多かったのは，千葉県白子町で 22棟，続いて同県館山市
で 18 棟である．そして，宮城県内の気仙沼市（15 棟），
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多賀城市（12 棟）と続くが，この 2 市は被害が最も大き
かった岩手県，宮城県，福島県の被災 3 県の中で，津波
避難ビルが最も多かった地区となる． 
	 次に震災時の津波避難ビルの利用状況について述べる．

表 7.1.2によれば，基本的に津波避難ビルが指定されてい
た地区で，多かれ少なかれ避難に利用されていたことが

わかる．とくに，気仙沼市，南三陸町，塩竈市，多賀城

市など被災の大きかった地域で数百人から 3,000 人程程
度の利用者がおり，津波避難施設として有効に機能して

いたことが確認できる．  
	 千葉県では，東北地方ほど津波避難ビルの設置状況が

人命を左右する状況ではなかったと考えられるが，それ

でも津波避難ビルとして利用されていたことがわかる．

とくに，横芝光町では，津波避難ビルとして小学校と民

間のマンションが指定されていたが，年に一回の津波避

難訓練を行っており，震災時の避難に有効に機能したよ

うである． 
 
３．東日本大震災後の津波避難施設設置の状況 
	 ここでは，東日本大震災による沿岸被災地における津

波避難施設（津波避難ビルと津波避難タワー）の設置状

況と今後の方針について述べていく．ここで報告する内

容は，前項で述べた各自治体に対して実施した聞き取り

調査（調査期間：2013 年 8 月 6 日から 19 日）に基づく
ものである． 
	 聞き取り調査の結果を表 7.1.3に示す．ここでは，2011
年 3月時点と 2013年 8月時点における津波避難施設（津
波避難ビルと津波避難タワー）の棟数および増減数（今

後の方針），および津波避難施設に関する方向性と課題

について整理している． 
	 2011 年 3 月以降の津波避難施設建設の方向性は，東日
本大震災による社会的風潮や被災地の復興状況から大い

に影響を受けているはずであるから，被災の規模や状況

など地域性により傾向が異なる．そのため，県ごとにそ

の傾向について考察していきたい． 
	 まず，福島県では，福島第一原発事故の影響により，

地域の復興の目処も立っていない地域が多いため，津波

避難施設の計画方針がまだ定まっていない傾向がある． 
	 岩手県では，もともと津波避難施設が少なく，釜石市

に 2 棟の津波避難ビルがあっただけであったが，震災に
よる浸水と建物被害により，2 棟とも解除されている．
洋野町では新たに津波避難ビルが指定されているが，

「予定なし」としている自治体が多く，復興計画におけ

る高台移転や，平地のすぐ裏が急傾斜の山に囲われてい

るリアス式海岸地域特有の地形が影響していると思われ

る． 
	 宮城県は，岩手県や福島県と同様に被害の大きかった

被災地であるが，北部にリアス式海岸地形，南部に仙台

平野が広がるという地形的特徴を持っている．もともと

15 棟の津波避難ビルが指定されていた北部の気仙沼市や，
南三陸町，東松島市，名取市では，被災と復興まちづく

りの進捗状況により，津波避難ビルの数が減少している．

南部の松島町，塩竈市，多賀城市，仙台市では，津波避

難ビルあるいは津波避難タワーを既に増設している，も

しくは今後増設するという意向を示している． 
	 東北 3 県の次に被害が大きかったのは，茨城県である．
しかし，東北地方の被災地と比べ，地域全体が被害を受

け，復興の中で新たな街を造らなくてはならないという

状況ではないため，基本的に既存の街を今後どのように

していくか，ということが課題となっている．表による

と，津波避難施設を用いた津波対策の方向性は自治体に

よりまちまちである．ひたちなか市や大洗町のように，

高台への避難を重視する自治体もあれば，神栖市のよう

に震災後に 28棟の津波避難ビルを認定した自治体もある．
神栖市は低地であり，沿岸部には，工場等が多く，津波

避難施設の指定を積極的に行ってきたようである． 
	 被災規模がそれほど大きくなかったという点で，青森

県と千葉県は共通している．しかし，津波避難施設の利

用については大きな違いがある．青森県では，震災当時

八戸市の 2棟のみであり，千葉県の 62棟と比べて，少な
い．しかし，八戸市は積極的に津波避難施設の利用を検

討しており，震災後に 18棟もの建物が指定されている．
おいらせ町でも 4 棟の津波避難ビルの指定と 1 棟のタワ
ー建設を協議中である． 
	 千葉県は，ここに挙げている県の中で最も津波避難施

設が多い．震災後も 2.9 倍に増えている．平地の続く九
十九里浜という地形に加え，首都圏に近く人口も多いた

め，津波避難に対する意識が高かったのではないかと推

察される． 
	 海岸線から数 km にわたり平地が続くような津波によ
る避難のリスクの高い地域において，復興計画の中でど

のように適切な避難を実現できるかは，更に検討してい

かなくてはならない． 
	 最後に，東日本大震災による津波被害を経験した自治

体による課題としては，備蓄，予備発電設備，避難後の

対応，情報伝達，平常時の維持管理，用地取得などが挙

げられている． 
 
４．まとめ 
	 東日本大震災発生時と 2013年 8月現在における，被災
地の津波避難施設の状況について報告した．被害の大き

かった東北 3 県では復興が進められており，新しい街の
形成過程の中での津波避難対策が求められている．また

被害の小さかった地域では，既存の街構造に応じた防災

対策が進められている．津波避難施設の整備は比較的新

しい防災対策であるが，来る南海トラフ地震も念頭にお

き，各地での津波避難施設の整備が求められている． 
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表 2	 2011年 3月時における被災市町村ごとの津波避難ビル数と震災時の利用状況 
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表 3	 東日本大震災被災市町村における津波避難施設の現状と今後の方針 
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